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●保育・幼児教育の充実
●放課後等の居場所づくり
●女性の健康づくりと母親のケア
●児童虐待の防止
●ワークライフバランスの推進
●ファミリー世帯の家計負担の軽減

生
活
保
障
分
野

就学援助制度について、年収制限や支給項目の対象の拡大をはかるとともに、
学校給食の無償化をめざします。
単身高齢者が介護事業等の各種サービスの利用に困らないよう、後見・サポートに
取り組みます。

◉

◉
具体的な
施策として...

●安心できる労働環境の整備
●非正規労働者の処遇改善
●障がい者の就労自立支援
●女性の活躍支援
●生活困窮者への支援
●再犯防止の推進

●健康寿命の延伸施策の充実
●外出しやすいまちづくり
●介護事業の活用支援
●認知症サポート体制の強化
●住み慣れた地域での暮らし支援

子ども期における
愛と希望が抱ける子育て

働くすべての人が
生きがいを抱ける就労環境安心と安らぎの高齢社会

～  一人ひとりの暮らしと幸せを大切にする社会をめざす  ～

　昨年9月に開催した「議会活動報告会」以後、福岡市民クラブ全員
で議論を重ね、「会派基本政策2023（４分野67項目176施策）」をと
りまとめました。本政策をもとに、令和５年第１回定例会における代
表質問、各種予算の審議にあたってまいります。今号では、基本政策
の４つの柱と分野別の取り組み項目についてお知らせします。

この４つの分野は、それぞれ相互に関係性を持ったものです。市
民の暮らしを守る（＝生活保障）施策に充当するための財源を、本
市の特性を踏まえた成長分野で新たに生み出す。

　そして、生み出されたその財源を「地域（＝行政のパートナーシッ
プ）」の観点から、これまで以上に市民の声を反映させる仕組みの下
で分配していく。さらに、これらの健全な循環を支えるため、市民の
力を高め合い、認め合うために必要な公共基盤の強化（＝共生）を
図っていく。
　このたび、このような都市経営の理念に基づき取りまとめた「会
派基本政策 2023」の分野別の取り組み項目と具体策の一部につ
いて、市民の皆様にお示しします。

日本の総人口が2008年をピークに減少に転じた中、福岡市は推
計を上回るペースで人口増が続き、市税収入増をはじめ、九州全域
からの若者・現役世代の転入に伴なう労働力に支えられ、成長可能
性が高く評価されてきました。しかし、少子高齢化の波は避けられ
ず、福岡市も2035年頃をピークに人口減少に陥るとともに、年齢
構成別に見ると65歳以上のみが増え続けると予測されています。
2020年から感染拡大を続けた新型コロナウイルス感染症は、私た
ちの暮らしに大きな変化をもたらしました。世界規模の課題となっ
ている気候変動、地球温暖化についても喫緊の対策が必要です。福
岡市は、福岡県をはじめ九州、全国にも影響が及ぶ政令指定都市と
して、これらの課題に果敢に挑戦していかなければなりません。
私たち福岡市議会・福岡市民クラブは、社会・経済情勢が今後も

激しく変化する中においても将来のあるべき姿を展望し、これから
の４年間を見据えて、『生活保障』、『成長』、『地域』、『共生』の4つの
分野を大きな柱として、これからの福岡市の「まちづくり」のため、
福岡市政と福岡市議会のそれぞれに必要な取り組みを「会派基本
政策2023」としてまとめました。

私 た ち の め ざ す ま ち づ くり  ～ 会 派 基 本 政 策 2 0 2 3 ～

福岡市の「まちづくり」の４つの柱

●平和都市「福岡」の発信
●あらゆる自然災害を見据えたまちの強靭化
●地域防災力の強化
●ライフラインの確保
●地球温暖化対策の推進
●再生可能エネルギーの普及促進
●廃棄ゴミの軽減

多くの市民が、自身の取り組むべき「温暖化対策」について考え、実践する機会を
格段に増やし、カーボンニュートラルをめざす気運を高めます。
分割指導等の工夫ができるよう加配教員の配置を拡大するとともに、
個々の児童生徒の状況に合わせた様々な授業手法の導入に取り組みます。

◉

◉
具体的な
施策として...

●学びの機会の保障
●シティズンシップ教育の推進
●きめ細かな教育の実施
●市立学校における教育環境整備の推進
●若者が可能性を拡げる機会の創出
●伝統・文化の振興

●あらゆる差別の解消
●多様性を認め合うまちづくり
●ジェンダー平等・男女共同参画の推進
●子どもの人権が尊重されるまちづくり
●ペットと共生するまちづくり

市民の生命と暮らしを守る
安心・安全なまちづくり

個々の能力と可能性を拡げる
AI時代を踏まえた教育・人づくり

一人ひとりの尊厳を守り
多様性を大事にする社会づくり

共
生
分
野

～  一人ひとりの生命と尊厳を守る安心・安全な基盤づくりをめざす  ～

●行政と地域とのパートナーシップ強化
●地域活動の担い手づくり
●地域が主導するまちづくり活動への支援
●交通安全の推進と防犯対策
●各種団体への支援の拡充

市民自治を確立して
みんなの声をカタチにする

「共創による地域コミュニティ活性化条例」の主旨を踏まえ、行政と地域との関係
性を明確化し、良好で持続可能な地域コミュニティづくりを推進します。
高齢者や障がい者など、オンライン申請等に困難を来たす方への配慮を確実に行い、
あらゆる人が申請手続等をスムーズに行えるよう、取り組みを進めます。

◉

◉
具体的な
施策として...

●議会の「見える化」
●議会の「分かる化」
●通年議会の実施
●政治教育の推進
●議員提案による条例制定

取り組みが｢見える｣｢分かる｣
議会をもっと身近な存在に！

●行政サービスの利便性向上
●相談窓口の充実
●公共の役割の明確化
●市民負担を軽減した公共施設の維持・建替
●税・使用料の収納率向上
●外郭団体改革の推進

市民が望む公共サービスを
最適な形で提供する

地
域
分
野

～  市民が自ら発言し、議論し、決定する仕組みづくりをめざす  ～

●3つのゲート機能の強化
●MICEの推進
●他都市との交流・連携の強化
●福岡市の独自観光施策の充実
●世界に通用する「食産業」の育成

アジアに開かれたゲート機能を
活かし幅広い人の往来を促す

内外から福岡市に訪れた観光客を都心部の回流のみに終わらせないために、市内
全域にわたる独自の観光資源を積極的に発掘し、開発支援を強化します。
オンデマンド交通と生活交通、主軸となる公共交通のそれぞれの結節点を機能強化
し、暮らしを支える交通網を強化します。

◉

◉
具体的な
施策として...

●賑わいと憩いが共存する都心づくり
●活力あふれる拠点づくり
●都心部における交通対策
●交通ネットワークの再構築
●洗練された街並みの形成
●自然と調和したまちづくり

魅力あふれる空間を形成し
都市の価値を高める

●地場企業の成長を促す支援充実
●起業しやすい環境づくり
●ＤＸ社会への対応支援
●農林水産業の振興
●事業の育成・拡大を支える基盤整備

人のつながりと先端技術を活かし
新しい仕事を生み出し続ける

成
長
分
野

～  人と技術の結びつきが新たな価値を生み出す創造都市をめざす  ～

「会派基本政策2023」をまとめ、
第１回定例会に臨む！

地域分野

生活保障分野 成長分野

共生分野

図：４つの分野の関係


